
去る９月２５日、福川中学校で、夢をもち、そのために方法を考えて実現している（し

ようとしている）人や、今の人生に生きがい・やりがいを感じている人の話を生徒が聞き、

インタビューする「ステキビトにインタビュー」が行われました。 

この行事に5つの市民活動団体が招かれ、自らの経歴や市民活動の内容を交えながら、

何をするにしてもまず志が重要なこと、人との出会いを大事にし、今の仲間やこれから出

会う人を大切にすることなどを生徒に伝えました。 
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A u t u m n（ 年４回発行） 

ただいま 

３22グループ 

登録中！！ 

ニ ュース 

周南市のみなさんを

市民活動で結ぶ 

情報誌 

参加した市民活動グループの感想 

 NPO法人 介助犬育成を目指す会 
代表 手島芳子さん（写真左）    トレーナー 手島大輔さん（写真右） 
 

「自らの人生絵巻を作成する」という、明確な目的意識を
持ち取り組んでいる姿勢が感じら

れる、気持ちの良い講演をさせて

いただきました。私は今回、絵巻
の中に書くことが難しいけれど大切なことを、具体的に体験談等
を織り込みながら、生徒さんの心の琴線に触れられたらと考え、
話をさせていただきました。 
将来思い通りにならず壁にぶつかった時、私の話を思い出して
くださることを願っています。 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

・いろんなことに挑戦していてすごいと思った。 

・「君たちは一生同級生だ」という言葉が心に残った。 

・周りの人を大切にすることが大事だと感じた。 

・仕事以外の人との出会いが増えたのがいい。 

・やれば叶うと分かって、これからの生活や学習に活かしたい。

この行事は、中学生に仕事や生き方についての姿勢を学んでもらっただけでなく、市民活動を身近に感じ
てもらうよい機会となりました。 
※各グループの活動内容や連絡先を知りたい人は、インターネットの検索ページから下記を検索してください。

周南市市民活動支援センター  [検索] 

 

生
徒
た
ち
の
感
想

周南ジャグリングクラブ
 

代表 藤井一之さん 
 

ピエロがいきなり教室

に登場して、びっくりした

でしょう。私も「ピエロの

Pちゃん」で真剣な話をしたのは初めての体

験でした。いつもと違って、真剣な目つき・

まなざしがとても印象的でした。さらに、風船 
を触っていた時の皆さんの 

素直な笑顔も素敵でした。 

何事にも自然体で「ワ 

クワク、ドキドキ」した 

ことを素直に感じて、 

体験してみてください。 

きっとそこには素敵な 

出会い・広がり・体験・ 

感動が待っています。 

 周南市青年団 
 

会員 廣澤和己さん 
 
志を持ち、仲間と共に活

動することについて話をし

ました。少し年上の世代と

して、身近な体験談や試行錯誤しながら活動

している様子を話すことが出来たのではない

かと思います。 

青年団活動に限らず一緒に汗を流し、一つ

の目標に向かって力を合わせる事によって一

生付き合える「大切な仲間」が出来ると思い 
ます。生徒の皆さ

んに、人と出会い

を大切にして、「仲

間づくり」にこれ

から是非チャレン

ジしてもらいたい

と思います。 

陶の道を発展させる会
 

代表 中村秀昭さん 
 

知識だけでなく、「知恵

（研究・工夫・創造）」の大

切さを基調とした話をした。

小学校の時「イジメ」を受けたことがキッカ

ケで、中学時代「野球」に人一倍真剣になっ

たこと。さらに自分の特徴を活かし青年団活

動に情熱を傾けたこと。中でも「他者のアド
バイス」が大いに役立っ

たことなど。最後に「君

達は一生同級生だ！」を

贈った。 

生徒達の話を聞く態度 

は立派だった。熱心にメ 

モする者や質問も多数あ 

って感動した。 

山口・モンゴル友好協会
 

会員 山崎勝幸さん 
 

モンゴルの風土や遊牧

民の生活などについては

驚いたようだった。学校に

行きたくても行けない子供達の様子、マンホ

ールチルドレンの生活などについてはとて

も関心を示していた。 

私達が「小さなことでも、できることを、

できる時にして、少しでも、人のために、役

立つ」思いで活動していることも生徒達の熱

心な態度から、理 

解されたと思えた。

さらに視野を広め、

よりよい市民に成 

長してくれるもの 

と期待している。 


